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第2回徳洲会カップ9人制バレーボール大会

第2回徳洲会カップ9人制バレーボール大会が11月 2日 (土)～3日 (日 )の 2日 F05の 日程で、沖縄市体
育館にて開催されました。
本大会は全国の9人制バレーボールトップチームを招き、相互の更なるレベルアップを図ると共に、

本県バレーボール団体へ全国トップレベルの試合を観戦して頂く事で、ジュニアチームを含む多くのバ
レーボールチームのレベルアップに繋がればとの思いから、昨年から開催しております。
今大会には、リコインタ

｀
ストリー東北(宮城県)、 」T東京(東京都)、 横河電機(東京都)、 住友電工大阪(大阪

府)、 」FE西日本(広島県)の県外からの参加5チームと県内から中部徳洲会病院、沖縄徳洲会の2チー
ム計7チームで総当たり戦を行いました。全国のトップチーム同士とあって初戦から手に汗握る白熱し
た試合となり、どのコートもフリレセットまでもつれるゲームが多い中、中部徳洲会病院チームが持ち前
の攻撃力を発揮し6戦全勝で2年連続での優勝、沖縄徳洲会チームも全国の強豪チーム相手に互角の
試合展開を行い4位の成績をおさめました。
また、大会初日に今大会出場全チームから選手を集め選抜チームを結成し、小学生男子チーム(美東

クラブ・高原ボーイズ)2チームと親善試合を行い2メートルの選手の高いブロックに戸惑いながらもス
パイクを決めたり、ファインプレーがあったりと会場を大いに沸かしてくれました。会場には、小・中学生
からママさんチームなど多くのバレーボールチームや病院の職員 家族、バレーボールファンや大勢の
方達がトップレベルの試合を観戦し、声援をして頂きました。
徳洲1会カップを開催するにあたり、こ尽力頂きました沖縄県バレーボール協会・沖縄市を始め関係

各位に心から感謝とお礼を申し上げま九



10月 16日沖縄市消防本部にて、沖縄市消防と当院ドクターカーの定期引練を行い

ました。今回の引練は前回の訓練を踏まえ、START方式トリアージで傷病者数発生を

想定した訓練となりました。印練前にトリアージタグの記載方法などの勉強会を行い、

実際に記入して確認しました。それらを踏まえて想定内容「人通りの多い交差点に車
が突つ込み、その後刃物を振り回して傷病者が出ている」という設定で訓練を行いま
したが、実際に行つてみるとトリアージタグの記載漏れや搬送優先順位の決定、搬送

先病院選定などの反省点が数多く上がりました。今回上がった反省点を検証し、スム
ーズな活動ができるようにしたいと思いま九

日常このような多数傷病者が発生する事案は滅多に起こるものではないのですが、

様々な想定の引練を行う事で実際に発生した場合に迅速に対応できるよう、これから
も訓練を積んで行きたいと思います。

先 斎 隊 の や らな けれ ば い け な い こ と

,  |  , ,■ | ■  ■●●●ヤ
''|,●

卜1●

=,,―
■

|■  | ● ■|● 1●■|  |  ●|■
= |●

:`ヽ  ●T=

● てざ■, 1,「● '  ●●■■

■ |     ● ,   | ,  「 `| =

′すしあんしょぅ Jぅ ようはしょとりJ



な
か
な
か
難
し

い
る
前
で
す

れ
　
尚

の

一
種
で
す

こ
の
名
前
は
■
存
姉
な
く
て
も
、
き

っ
と
多
く
の
方
が

こ
の
札
を
ご
覧

―こ
な

っ
卜
．こ
と
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、

同
じ
山

の
仲
間
で
も

、
カ
ト

レ
ア
、
シ

ン
ビ
ジ
ウ
ム
、

デ
ン
ト

ロ
ビ
ウ
ム
、
オ

ン
，
，

ウ
ム
な
ど

に
共
べ
る
と
、

格
大
Ｌ
ｔ
た
に
く

い
る
前
と
言
え
る
で
し

―^
う

他

に
も
リ
ウ

ス
テ
や

ハ
ン
ダ
、
フ
ァ
レ
ノ
ブ

シ
ス
と

，
ノ
■
ｒ

パ

フ
ィ
オ

ペ
デ

ィ
ラ

ム

呼
ば
れ
る
拒
ｉ
ｔ
あ
り
ま
す
が
、
フ
ァ
レ
ノ
ブ
シ
ス
Ｌ

日
本
で
は

「
調
蝶
雨
」
で
■

っ
て

い
ま
す
の
で
、
■
を

喘
み
そ
う

，
そ
の
る

，
呼
ば
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す

さ
て
１
の
パ
フ
ィ
オ
ベ
テ
ィ
ラ
ム
は
本
系
の
地
味
ｉ

ｔ
が
多

い
の
で
す
か
、
何
よ
り
多
、
の
受
嬌
の
あ
る
姿
か

人
気
を
集
あ
て

い
ま
す
　
た
の
写
真
を
ご
覧
下
さ

い

と
は
■
＾
・お
し
さ
ん
の
預
に
し
か
ｔ
え
ま
せ
た
わ

東
京
ド

ー
ム
で

，
年
間
か
れ
る

一
せ
界
ら
ん
民

一
Ｌ

ｔ
，
■
一ぶ
と
、
■
か
し

い
受
Ｉ
花
や
■
や
か
な
前
種

の

山
た
ち
よ
り
し
し
ろ
、
こ
の
パ
フ
ィ
オ

ペ
テ
ィ
ラ
ム
の

木
日

っ
気
た

っ
ふ
り
の
花

の
ひ
と

つ
ひ
と

つ
に
　
私
は

つ

い
　
時
間
を
モ

れ
て
■
人

っ
´ヽ
し
ま

い
ま
す

１
″
今
年

の
同
長
に
は

一
モ
ン
キ
ー
　
オ
ー
キ

ッ
ト

～
楽
日

の
小
さ
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ヽ
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‐骨
強
度
の
低
下
を
特
徴
と
し
、
骨
折

の
リ
ス
ク
が
増
大
し
や
す
く
な
る
骨
格
疾
患
」
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
■
が
弱
く
脆
く
な

っ
て
、

コ

Ｚ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
な
お
、
＝
強
度
に
は

＝
密
度
が
ｍ
％
、
＝
質
が
３０
％
関
係
し
て
い
ま
す
。

男
女
と
も
お
よ
そ
”
歳
で
骨
密
度
が
最
大
に
達
し
て
、

そ
の
状
態
が
蜘
歳
代
■
ば
こ
ろ
ま
で
維
持
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
女
性
は
、
開
経
に
よ

っ
て
破
＝
細
胞
の
働
き
を

抑
え
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

（女
性
ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
が

減
少
す
る
こ
と
で
、
＝
密
度
は
急
激
に
低
ド
し
ま
す

高
齢
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の
■
密
度
は
　
如
歳
こ
ろ
に
進
し
た
最
大
骨

密
度
と
関
係
し
ま
す
．
若

い
う
ち
に
運
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な
ど
に
よ

っ

て
最
大
＝
密
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を
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き
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だ
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高
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し
て
お
く
こ
と
で
、

そ
れ
が
骨
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金
と
な
り
ま
す
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で
、
加
齢
と
と
も
に
＝

密
度
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低
ド
し
て
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骨
折
を
起
こ
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
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一
一
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偏
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や
過
度
の
ダ
イ
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ッ
ト
、
運
動
不
足
で
、
■
は

弱
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
喫
煙
は
エ
ス
ト
ロ
グ
ン
の

働
き
を
抑
制
す
る
と
い
わ
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
多
■
に

摂
収
す
る
と
＝
芽
細
胞
の
働
き
が
弱
め
ら
れ
ま
す
。

特
に
ス
テ
ロ
イ
ド
系
の
内
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薬
や
注
射
業
を
長
期
――――

使
用
し
た
場
合
に
、
骨
形
成
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が

抑
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

病
気
で
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
＝
尿
病
、
慢
性
腎
臓
病

動
脈
班
化
な
ど
は
、
十
粗
懸
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

破骨子日胞と  
― ‐ ―

の働き   破骨細胞の働きの方が大き

による骨代謝のパランスが   くなって    の働きが

とれている。          追いつかなくなる。

骨密度

骨質

骨粗霧症

骨質によコラーゲンが関係している。骨を鉄筋コン

クリートの建物に例えると コラーケンは鉄筋部分

に                  |よ
に相当する。

鉄筋部分が強ければ、     を有効に取り入れ

て 建物は丈夫。→ 健康な骨

コラーゲンがきちんと繋がつていなければ、

がしっかりしていても建物の強度は弱く

なる。一 骨質が低下する。一 骨粗髯症

と

と

骨
質
の
低
下
↓
骨
粗
霜
症

健康な骨
a

|´   鼈

lfヽ事二千三

'壊

す

↓
骨密度が保たれる。

↓
健康な骨

骨粗髪症の骨

●  ,
←.´ |ヽ

千-4

↓
骨密度が低下する。

↓
骨粗髯症

骨
密
度
の
低
下
↓
骨
粗
霧
症
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今
日
が
ら
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う
＝

骨
組
髯
症
の
予
防
に
は
食
事
と
運
動
〃

今||の急t〕なろ1■語 [ミこΞ]
WHO(世 界保llt機関)が開発した骨折リスク.T価ツール.年齢 性別、体重、身長の

ほか、骨密度低下による骨折をしたことがあるか、親が大腿骨の付け根を骨折したこと

があるか、喫1璽 、ステロイ ド薬の服用、関節リウマチ、骨粗琢症を招く病気、アルコー

ルなどの有無または摂取量、そして (できれば)大腿骨のイ寸け根の骨密度を答えること

で、今後10年間で骨折が起こるリスクが計算される。

骨
粗
琢
症
に
な
る
と
転
倒
し
て
■
折
す
る
リ
ス
ク
が

出̈
く
な
り
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
寝
た
き
り
に
繋

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
治
療
に
は
薬
物
療
法
が
施
さ

れ
ま
す
が
、
生
活
習
慣
の
政
■
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一　

一
　

一
一
・
　

一̈

・一

一
一
一

加
齢
に
よ
る
骨
密
度
や
骨
質
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
そ
れ
ら
を
で
き
る

だ
け
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

そ
こ
で
特
に
重
要
と
な
る
の
は
、
食
■
と
運
動
で
す
。

今
日
か
ら
す
ぐ
に
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
　

（次
頁
参
照
）

一
」一
　
１
●

■
粗
枢
症
の
業
に
は
、
骨
を
壊
す
働
き
を
抑
え
る
薬
、

骨
を
つ
く
る
働
き
を
助
け
る
薬
、
骨
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
薬
の
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
担
当
医

と
よ
く
相
談
の
に
、
指

小
を
守

っ
て
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

他
の
業
と
併
川
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

他
の
病
気
の
治
療
中

（他
の
■
を
服
川
中
）
の
場
合
は

必
ず
―１１
当
に
に
報
告
し
て
下
さ
い
。

＝
粗
様
症
の
危
険
因
子
に
は
、
加
齢
や
性

（女
性
）

な
ど
の
除
去
で
き
な
い
も
の
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の

摂
収
景
不
足
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
に
関
わ
る

も
の
で
、
本
人
の
努
力
に
よ

っ
て
除
去
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す

（下
図
参
照
）
。

し
か
し
除
去
で
き
な

い
危
険
＝
子
を
持

っ
て
い
る
か

否
か
に
関
わ
ら
ず
、
生
活
習
慣
を
改
■
し
て
危
険
＝
子

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が
＝
粗
様
症
の
予
防

に
繋
が
り
ま
す
。

骨
粗
懸
症
の
り
川
発
見
の
た
め
に
、
女
性
は
却
歳
を

過
ぎ
た
ら
、
市
区
町
村
で
行
な
わ
れ
て
い
る
＝
粗
懸
症

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
男
性
の
場
合
は
、
前
歳
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
リ
ス
ク
が
少
し
高
く
な
り
ま
す
。

な
お
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｘ
の
値
が
１５
％
以
上
の
場
合
、
骨
粗
ほ

症
に
よ
る
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高

い
と
さ
れ
ま
す

の
で
、

専
円
医
の
診
断
を
受
け
て
ド
さ
い
。

一ＲＡ
フ

Ｆ

6

除去できない危険因子

加齢     過去の骨折

性 (女性)

遅い初経

早期閉経

家族歴

人種 (白人>黄色人種 黒人)

除去できる危険因子

カルシウム不足     運動不足

ビタミンD不足     日照不足

ビタミンK不足     喫煙

リンの過乗」摂取     過度の飲酒

食塩の過乗」摂取     多量のコーヒー

極端な食事制限 (ダイエツト)



謬讐OW翼 : 骨粗霧症

〇

0

:中 骨や筋肉をつくるのに必要な栄養素を積極的に摂取しましょう!!

カルシウム :骨の材料となる

推奨量◇1日 700～800mg
小松案 :約 170m9,100g(小松業lo00中 にカルシウムはIn170mO合 まれる,

干 しエビ :約710m9710g ししゃも 1約 200m9′ 600(5尾 )

木綿豆藤 約130m971109 ■乳 :約200m9′ 1809

プロセステーズ i約 150m91240 ヨークル トi約 155mo1309

ビタミンD:カルシウムの吸収を助ける

推奨量◇1日 10～20μg

さんま さけ うなぎ 丸子 しいわし 干 ししいたけ など

ビタミンK:骨をつくるのを促す

推奨量◇1日 250～300μ8
納豆 ほうれんそう 小松実 にら ブロ ソコリー など

な と

たんぱく質 :コラーゲン(筋肉や骨の成分)をつくる
1日 の摂取目安量◇男性 60g、 女性50g

さけ i約 2097909(さ け90。中にたんぱく質は約209合まllる )内 :約 179′鶏むね

"59木綿豆腐 :約79′‖09 牛乳 :約6971809 卵 :約 7げ559(1個 )な ど

:☆カルシウムはビタミンDと一緒に摂ることで腸での吸収率が高まります.

:☆ビタミンDま日光に当たることで体内で合成されますので 夏は木蔭で30分ほど、冬は]時間ほど 顔や手などに日光を浴びるようにしましょう。

:0偏食したり少食になったりすることで、栄養のパランスが乱れたり摂取量が足りなかつたりしないように充分な注意が必要です。

:◇アルコールを多量に摂取すると 骨をつくる働きが阻止されてしまいます。また 食品添加物として使用されているリンを摂り過謁 と 骨の材

: 料と・」る力,レシウムが体外に

"1出

されてしまつたり 吸収が悪くなつたりしますので 注意して下さい。

:ュ ニ J● 背 筋 や 下 半 身 を 鍛 え て 、バ ラ ン ス 感 覚 を 養 い ま し ょ う 11

:0ウオーキング:骨を強くするために、骨に縦方向の刺激を加えましょう。ウオーキングが効果的です。背筋を

・ 伸ばしてまつすぐな姿勢で、歩幅を広くとつてリズミカルに歩きましょう。

: 高齢者の場合、ますは階段の上り下りや散歩の時間を増やすことから始めましょう。どのような運動でも

:筋肉を動かすことで骨にも適度な束1激が加わります。転倒しやすい人や骨粗愁症がある程度進行している人

:には、以下のような、屋内で安全にできる運動をお勧めします。

足の裏が床に着かない程度に上げる

:0片脚でバランスを保つ (脚の筋力とバランス感覚を鍛える)左手を机の上に置いて、背筋を伸ばして立ち、右脚を少しだけ

: 上げて1分間我慢する。反対側も同様に行なう。左右各1分間×1日 3回

:②立ち上がる (下半身の筋肉を鍛える)両手を机の上に置いてできるだけゆつくり立ち上がる。転倒の心配がない場合には、

: 両手を使わずに行なうと、さらに効果的。10回×1日 3回

:O背筋を伸ばす (背筋を鍛える)椅子に座つているときは常に意識して、背筋をしつかり伸ばす。

:④まつすく脚を上げる (大腿を鍛える)椅子に浅めに座り、爪先を立てて、片脚をまつすく伸ばして床からゆつくりと10cmほ

: ど上げ、2～3秒間我慢する。反対側も同様に行なう。左右各20回×1日 2回

床から10cm程度上げる
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【山岳事故での傷病者評価】3SABCDE
SS:Safety&Scene〔 安全&′犬況確言忍〕
S:Sp ne〔 頚椎 全脊柱固定〕
A:A rway〔 気道が開いているか〕
B:Breathing 〔

'乎

,及 をしてtヽ るか〕
C:C rcu alon〔 脈はあるか、出血はないか〕
D:D sab‖ ny〔意識はあるか、怪我はなヽ かヽ〕
E:ExpOsure,Env ronmenta〔 悪条件からの回避〕

いった異音がすると危険。

3:73reathin9
7・手・|

耳を相手の日元に近づけて、

呼吸の右無、速さ、深さを確認。

C:Circulation
71彙 オ6

手首あるいは首で脈を確認。

出血tの有無を確認して、出面[が

あれば止血を行なう。

D:Disaレ i"ty

▼埠官

意識のレベルを確認。そして

どこに障害があるかを確認 (頭

以外にも、胸、腹、骨盤の損傷

は生命にかかわる)。

例えば山で遭難者にIL会 った

ら、どうすればいいでしょう?

まず、生命に関わる異常の有無

を確認するため 3S ABCDEを
行ないましよう。

SS:Safety&Scene
▼●● &1■ 琥

その場所、自分、そして傷病

者の安全を確認。何がどうして

そうなったか、状況を確認。

S:Spine
▼寄電

傷病者の首を‐lJか さないよう、

頭を押さえてから声をかける。

頚部に痛み、手足に痺れのある

場合は危険。

離れているときは「動かない

で。振り向かないでJと 、声を

かけてから状態を聞くこと。

A:Airway
▼急お

首に痛みや抵抗などないこと

を確認しながら、顔をゆっくり

■:面に1旬 ける。このときに声が

出れば気道が開いている。咽喉

からヒューヒュー、ゴロゴロと

E:Exposure.し nνironmental
V・号,貴

状況を再確認した上で、直射

日光、熱射、寒冷、雨、風、雪、

あるいは、濡れた衣服、冷たい

地面といった悪条件からの回避

をして、保温、保湿する。

【救助の要請】

白力で救助できない場合は、

警察 (110番 )へ連絡する。

できるだけ安全な場所を確保

して遭難者への処置を

行ない、落ち着いて

救助を待つことが

第一です。

漢方薬と副作用

漢方薬というと身体に優しい

から副作用がなしヽとイメージし

がちですが、漢方薬にも副作用

はありますし 漢方だからゆっ

くり治るとも限りません。

漢方薬には「証」としヽうもの

から処方するというルールがあ

り 服用に際して症状や体質が

決められてしヽます。漢方薬で副

作用が現われることは西洋薬に

の
1雰延身?爾

アル
‐

:・1デ

Lヒベると少ないですが、隔正Jの
見誤り、誤用をすればやはり副

作用の危険性は増しますし、ア

レルギー反応や長期服用による

副作用が起こることもあります。

また最近では薬局などで市販

薬として購入できるものも増え

ているので、やはり用法 容量

はきちんと確認して服用してく

ださしヽ。例えば麻黄湯は寒気、

発熱、頭痛の際に用いられます

が、汗をかいている人が服用す

るとより身体がだるくなつたり

食欲の低下、ひどい場合はけい

れんを起こすこともあります。

そのほかの副作用として、間質

性肺炎や偽アル ドステロン症、

尿量減少などが挙げられ、rrか

には漢方薬を服用して2-4週後

に現われる症状もあります 副

作用と思われる症状が現われた

場合は服用中の漢方薬を中止し、

医師 薬剤師に相談しましょう。
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玲 °もかぶのあったか受
1人あたり 599 kca

かぶは根と葉を切り分け 根の部分は

皮をむいてくし型に切り 葉は 5cm
の長さに切る。玉ねぎはスライスし、

ベーコンは 2cm幅に切る。

鍋でバターとサラダ油を熱し、玉ねぎ

とベーコンを炒める。

葉がついたかぶ……… 5個
玉ねぎ  ………………1/2個

ベーコン …  …  … 100g
パター… ………………大さじ 1

サラダ泊… ……大さじ1/2

/求悪房慣3罰ちr大根と同じジアスターゼと
〕栓::指電雷爵言冒誓こた同蝙∬麗:[櫨355

〕こ卜霧術:驀1僧 i営甚糖島国[[E12曇ミ懲
れていました。人が通りやすいので、加熱時間は

小麦粉…… …   大さじ2

ガく      ……     300 cc

固形コンソメー    1個
生クリーム …  100 cc
塩 こしょう……………… 少々

に小麦粉を振り入れて弱人で

なしヽように炒め、水、回形コン

2星ダ32i鐘鳴寛F磨

'Lぞ

入れる。かぶがやわらかく

に、葉の茎の部分だけ先に

味を調える。

長くかかりません。葉の

ラル類が非常に豊富です。

含有星が高く、牛手しや生クリ

つそう栄養バランスがよくな

かぶはアクの少ない野菜なの

理にもよく合ll義

'1.=ュ

=ィ

ネ

の

珍
輪
輪
珍
輪
珍

交際運 忘年会で人との交流を深めると吉。

金 運 大きな買い物 ま控えましょう。
全体運 焦らすのんびりとかまえていてくださしヽ

☆マフラー ☆12月 6日

交際運 苦笑いが多くなりそう。うまく流して。

金 運 停滞期。今はできるだけ我慢.

全体運 気になることは早目に行動すると吉。
☆白い帽子 ★12月 28日

交際運 長所を生かせる月です。周りと協力して.

金 運 人の為に使うと後で恵みあり。
全体運 年明け前に楽しいことに挑戦してみて。

☆使い捨てカイロ ☆12月 18日

交際運 嬉しい縁が結ばれる暗示。

金 運 お金の巡りま良いが使い過ぎに注意。

全体運 試したいことには積極的に動いて吉。

☆八ンドクリーム ★12月 5日

交際連 学ぶ行動が吉。

金 運 嬉しい変化あり。このままIB張 つて。

全体運 誘惑に負けそう。受け身にならなしヽで。
☆新しい釧t下 ☆12月 11日

交際運 過去の失敗が生かせそう。自信を持つて.

金 運 クリスマスプレゼントには少しお金をかけて.

全体運 再チャレンジに幸運がある月。
☆手袋 ☆12月 30日

交際運 自信喪失気味。人と比較しないこと。
金 運 いつもより大きな買い物も開運に。
全体運 妥協することが大切.

☆鶏料理 ☆12月 23日

交際運 好調ですが 人を立てることも忘れすに.

金 運 収入も増えるが出費も多いので慎重に.

全体運 疲労がたまりがう。意識して休日を。
☆入浴剤 ☆12月 2日

交際運 周りに気を配ることが大切です。
金 運 少々冒険的な出費も 今の時期なら言.

全体運 年内は焦らす 予定は変更しないこと.

☆香水 ★12月 1日

交際運 誤niされやすじ瑚寺期。余訥 口出しは注言.

金 運 刀愉場貯金を始めるのに適した時期.

全体運 何事も程々で上めておくと運気アップ.

☆鍋料理 ★
'2月

21日

交際運 自分から動くことで追い風が発生する)`し .

金 運 好調の波はしばらく続きそう。
全体運 周囲から期待される月。いつも通りに。

☆お酒 ★12月 10日

交際運 人の輪が広がる可育日生あり。
金 運 黒字が期

`寺

.周 りへの感.llも忘れすに。
全体運 何事も自分から変化を起こすと吉。

☆新米 ☆12月 14日

今月の一言 【掃除は運気を上げます。大掃除は丁寧に。】

珍
珍
輪
饂
珍
薇

★はラッキーアイテム
★はラッキーデー
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一　
　
●

年
を
取
る
と
、
食
べ
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
お
年
寄
り
が
食
事
中
や
食
後

に
苦
し
み
始
め
た
ら
、
の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
て
い
な
い

か
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
詰
ま
っ
て
い
た
ら
迅
速
に
対
処

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

まず救急車を呼びましょう。そして、救急車が到着するまでに以下

のC～ 4を試みて下さい。ただし、以下の方法でうまく取り除けた

としても、必ず病院で診察を受けましょう。

1

ハンカチなどを巻いた指で、舌の付け根を

押えるようにして、吐き出させる。異物が見え

ξ

ら取り出す。
                ①

vol.9

の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
場
合
、
気
道
に
詰
ま
っ
た
か

食
道
に
詰
ま
っ
た
か
を
、
ま
す
確
認
し
ま
し
よ
う
。
気
道

の
場
合
は
咳
き
込
ん
だ
り
、
呼
吸
音
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と

い
い
ま
す
。
完
全
に
気
道
か
閉
塞
し
て
し
ま
う
と
声
を
出

せ
な
い
た
め
に
　
の
ど
を
か
き
む
じ
る
窒
息
時
の
サ
イ
ン

（一〔̈〕ヽ帳い

片膝立ちで座り、立てた膝の上に俯せに、頭を低くしてして乗せ、片

手で支えて、反対の手で肩甲骨の間を4～5回 ]口く(掌をお椀のように丸

くして、〕螢く00く )。

3

立つて後ろから抱き、握り拳を鳩尾 (みぞおち)に当てて、もう一方の

手で握り拳を包むようにして、一気に締め上げる (肺の圧力を上げて、

言吉まつたものを出す)。

4
仰向けに寝かせてその上に跨がり、掌で胸を内側に向かつて強く絞る。

親指と人差し指を日に入れ、入れた指を回

の中で開く。唇だけを開かせても日は開かな

いので、歯を開くようにする。

異物を指でかき出すことは 一般の人には勧められない。

異物をさらに奥に押し込んで気道の閉塞を悪化させることがあるので、

異物が口1空内に確実に見える場合以外は行なわない。

電気掃除機による吸引も、あまり勧められない。

ノズルが不潔であること、吸引力が強すぎて回の中や喉の奥を傷つけ

たり、逆に呼吸抑制を起こす危険性がある。ただし家庭の掃除機に装着

して使用する異物吸引専用のノズルも市販されている。

⑤

ト

ヤ

異
物
が

の
ど
に
詰
ま
っ
た
ら

一
　

，

チ

ョ
ー
ク
サ
イ
ン

（チ
ョ
ー
ク
サ
イ
ン
）
が
見
ら
れ

ま
す
．
そ
の
場
合
は
、
大
至
急

異
物
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
、

至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

食
道
に
入
っ
た
場
合
に
は
、
よ
だ
れ
が
増
え
、
吐
き
気

や
嘔
吐
が
あ
り
ま
す
が
、
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
は
ま
ず
、

な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
ボ
タ
ン
型
電
池

や
　
薬
の
外
装

（Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装
）
を
飲
み
込
ん
だ
場
合
に

は
合
併
症
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急
で

医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

握り挙をもう
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医師から「動いてもいいJと いう指示が

出たら、いままでの生活に戻る準備を始め

ましょう。ベッドから起き上がり、歩行の

練習をして外出するまでの一般的なプログ

ラムを紹介 します。ただし、専門医や理学

療養士の指導を仰ぎながら、いまの状態に

みあったリハビリを行なって下さい。
ベッドから外出へ (1)

大きな目標のために 1つずつ当面の目標を立てて、無理をせず、

疲れすぎないよう配慮しながら、すぐには出来なくても諦めず、

少しずつ取り組んで行きましょう。

1)ベッドの上で手足を動かす

2)ベッドの上に座る

3)起き上がつてベツドに腰掛ける

4)ベッドから降りて、立ち上がる

5)歩く練習をする

6)さあ、外出しよう

・゙‐°・1'._t.. ‐・0.11.. ・・●・・4._.・ °●・
‐
`L.._。 。1`・ `Q・・ ・‐・●・

1)ベ ッドの上で手足を動かす

【足関節のROM引練】

足の関節の拘縮は歩行が困難になるだけでなく、排泄の始末も

難しくしてしまいます。

ます手で踵の骨を掴むように持ち、足の裏全体に腕を当てて、

そのまま膝の方へ押し付けてアキレス腱を伸ばすようにする。

5～ 6回繰り返す。

イラスト1松平 あすか

長い間体を動かさないでいると、筋肉や皮膚など関節周囲の軟部組織が1申縮性を失つて固くなり、関節

の動きが悪くなつてしまいます。そうした状態を拘縮と言います。

ROMと は「Range of mo■ on」 の略で、関節可動域という意味です。ROM訓練は、その関節可動域を

維持および増大することを目的とする訓練のことです。

11
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験
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心
的
外
傷
後
ス
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こ
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中
絶
に
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ス
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ま
す
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す
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も

の
―――
産
予
定
Ｈ
や
中
絶

し
た
日
に
な
る
と
強
烈
な
う

つ
状
態
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

」
と
は
ト
ラ
ウ

マ
と
関
係
の
あ
る
刺
激
を
さ
け
る
た
め
に

感
＝
を
麻
■
さ
せ
た
り
　
行
動
パ
タ
ー
ン

を
変
化
さ
せ
ま
す
。
中
絶
し
た
こ
と
や
中

ど
か
ら
、
望
ま
な

い
中
絶
を
強
要
さ
れ
ま

す
。
ま
た
罪
悪
感
や
恐
怖
感
も
感
じ
、
こ

う
し
た
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
な

い
場
合

に
Ｐ
Ａ
Ｓ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

穐
●虫

■早

痛

昴勇

]平

骰
・
尚

郎

中

籠

中
絶
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き

い
場
合

が
多
く
、
中
絶
経
験
ィ
の
お
よ
そ
半
数
に

ス
ト
レ
ス
症
状
が
現
わ
れ
、

２０
、
“
％
の

人
が
中
程
度
か
ら
高
社
度
の
ス
ト
レ
ス
と

逃
避
行
動
を

ホ
し
ま
す
。
そ
し
て
中
絶
経

絶
に
関
わ
る
場
面
を
思

い
出
せ
な

い
こ
と

や
、
中
絶

の
決
定
に
関
わ

っ
た
人
た
ち
と

は
距
肌
を
置
き
、
人
付
き
合

い
を
や
め
る

こ
と
、
子
ど
も
を
避
け
る
こ
と
、
そ
の
ほ

か
白
虐
的
傾
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
．

ｔ

輪

Ｌ

■

■

一
´ヽ
　
一一
一・　
一
一　
　
一一
一　
一一
　ヽ
一
．
一　
・
」
　
　
　
　
・　

・・

多
く
の
女
性
は
恋
人
、
家
族
、
友
人
な

中
絶
と
い
う
と
若
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
妊
娠
し

た
場
合
に
中
絶
を
選
択
す
る
割
合
で
４０
歳
以
上
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
何
年
も
経
っ
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
で
は
気
付
か
な
い
体
の
不
調
と
も
な
り
得
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

専
門
家
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、　
一
人
で
悩

ま
ず
に
向
か
い
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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ｉ
状
の
発
症
や
正
確
な
確
認
は
何
年
も

経

つ
て
か
ら
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
中
絶

後
辻
症
候
＝

（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
だ
と
感
じ
た
』
、

す
ぐ
に
精
神
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
精
神
科
で
の
治

療
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
気

を
付
け
て
下
さ
い
。

■
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ｔｉ
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■
４
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■
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一―‥‐１‥
■
●
■

，
●

―
コ
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■
山
―‐―
，
■
●

‐‥
，

■
■
〓
「

中
絶
後
造
症
候
＝

（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
は
、
心

身
オ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

大
切
な
も
の
が
欠
け
て
し
ま
う
よ
う
な
喪

失
感
を
も
伴
な
う
も

の
と
な
り
ま
す
。

人
で
悩
ま
ず
、
証
か
に
聞

い
て
も
ら
う
こ

と
が
、
重
要
な
セ
ル
フ
ケ
ア
に
な
り
ま
す
。

ま
た
中
絶
手
術
の
際
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
身
体

へ
の
リ
ス
ク
も
多
く
あ
る
こ
と

手
術
の
影
響
や
術
直
後

の
不
注
意

（不

摂
生
や
性
交
渉
）
に
よ
り
子
官
や
そ
の
他

の
臓
器
の
炎
症
を
引
き
起

こ
し
、
不
妊
症

の
原
国
に
な
る
、

●
胎
児
の

一
部
の
残
存

す^
　
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な

っ
て

い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
場
合

に
よ

っ
て
は
本

人
も
気
づ

い
て

い
な

い
中
絶
後

の
抑
圧
が
、
体

の
不
調
を
引
き

起

こ
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま

す
。女

性
に
と

っ

て
も
望
ま
な

い
妊
娠

で
あ

っ
た
と
し
て
　
　
に
関
わ
る
。

も
、
中
絶
を
行
な
う
と

い
う
■
は
自
分
の
　
　
●
感
染
症

見
え
な

も
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
や
胎
婦

の

●
子
宮
損
傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く
。

■
官

の
人
口
を
無
理
や
り
に
広
げ
た
り
　
　
●
後
遺
症

子
■
内
を
掻

い
た
り
吸
引
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
子
官
を
傷

つ
け
た
り
■
官
に
穴
を

開
き
、
人

‐―‐ｔ
出
血
を
起
こ
し
、
と
き
に
命

不
妊
、
習
慣
流
た
、
子
官
外
妊
娠
、
癒

前
、
不
正
出
血
な
ど
。
術
後
数
年
経

っ
て

か
ら
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

:`

が
成
り

少
t

の

‖l

血l

力:

tヽ

古F
分
の

手
l,
σ)

た
め

,胎

児

ltか ら切り離し、llJ術 機能を一人歩きさせ、結

‖tと して、異常な行rlJや ■人な人格■■をりIき

起こします。象徴となる出来J=を はっきりと党

えていないのに強烈な感性を経験したり、出来

1'の 一つ つを党えているのに感llが ない場合

もあります。治療法に■痛の体験やそれにまつ

わる感情を思者に話させ、それを‖‖くというも

のがあります力i、 まだ確立された治,lI法 はあま

りありません。ただし
「

復‖‖ヒな病気ですので、

l.り の協力を得ながら、自分のベースでイill・ に

あたっていくことが大lJです。

PTSD Oい傷後ストレス障害)

人の対処能力を圧倒した強い恐 ll感を伴なう

経験をした場合に起こりやすい病気で、激しい

恐 Mi感や、4t力 感やltわれ感、自制心の欠力Iを

りき起こす心J■ 11な 機能不全をもたらします。

IIIに′さ理Lll影響を残すのみでなく、lMに 外l17記

憶を形成して脳の生コI学的変化をりIき 起こし、

時が経っても薄れずにその人の心と行動を支配

します。PTSDは 防衛反応のJ・l剰 反応によるも

のですが、この防衛機能をlFtflさ せ、rll在 の状

―

“
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下肢静脈瘤専門外来のご案内

●下肢静脈瘤とは ?

網目状静脈瘤   蜘蛛の巣状静lFl瘤

あしの静脈がこぶのようにふくらむ病気で、5～

10人に 1人 にできます。静脈内の弁が壊れて、

血液の逆流が起こり、静脈が拡張します。

●下肢静脈瘤の最新治療

レ…ザー,台療 (Cool Touch)

●下般静脈瘤の症状

足がむくむ、だるい、重い、痛む、ほてる

こむら返り (ふ くらはぎの痙攣)

美容的な悩み (だ んだんひどくなることが多い)

深部静脈血栓症、肺塞栓症 (エコノミークラス症候群)

● ド肢静脈瘤になりやすいのは?

女性 (男女比 1:3)に多く、

妊娠分娩がきっかけになつたり (特 に第2子以降)、

立ち仕事の方 (美容師、調理師、店員等)も多い傾向。

遺伝的要因も認められ、加齢にともない増加します。

治療の成果

手 術 前
静脈に、細いレーザーフア

イバーを挿入し、内側から

レーザーをあてて静脈を開

塞させる方法です。

従来のレーザー機器より波

長が長くなり、患者さまの

負担が大幅に減りました。
レーザー治療で、めざましい回復

●日常生活で気をつけること

長時間の立位を避ける 弾カス トッキング

の着用

下臓静脈瘤外来
中部徳洲会病院 男」館 毎週月曜日 PM14:00～PM16:00

手 術 後

睡眠時、下肢を挙げる 妊娠時、特に注意



書3署紹介コー十一

【3階北病棟】

3階北病棟は、主に外科や形成外科の手術を目

的として入院する患者様を受け入れる病棟です。

近年はがんを患う患者様も多くみられ、化学療法

での入院が増力0しております。そのため看護師も専

門的な知識や技術が求められるようになりました

ので、一人一人が院内外の研修に積極的に参力0し、

専F]性を高められるよう日々努力をしております。

患者様の安全、安楽を提供しつつ、より専門的知識

技術で看護を提供し、患者様に寄り添えるような

看護を目指してスタッフー同頑張つて参りま幌

当院は 下記の事項を遵守して 「いつでも どこでも だれ

もわつ ぶして最善の医療を受けられるlFlを目指します。

◆基本理念◆   ..

◎闊 儡 院

◎健康と生活を守る病院

◆基本H10
1年中無休 24時間オープン

2患者様からの贈り物よ―切受け取らなしヽ

3医療技術 診療態度の向上にたえず努力する

◆患者様の権利◆

1平等かつ安全で良質な医療を受けることができます。

2こ自身の病気や治療方針について 分かりやすく十分

な説明を受けることができます。

3医師から提示さllた治療方針については、患者様こ自

身で選択し 決定することができます。

4患者様のプライバシーは常に保護 尊重されます。

5当院に対する「意見 要望 苦情」は遠慮なく申し出

て下さい。

6所定の手続きにより診療録及び診療報酬明細書の開示

を求めることができます。

フ 患者様は 他院を含め主治医以外の医師の意見 (セカ

ンドオピニオン)を聞くことができます。

8個人の尊厳は保たれます。

15

倫 理 原 則
①私たちは人間の尊厳への同情と尊重の念をもつて適切
な医療を与えることに貢献しなければならない。

②私たちは法律を遵守するとともに、患者様の利益を守
るための努力すべき責任を負わなければならない。

0私たちは患者様の権利を尊重し、法律の制約の範囲内
で患者様の秘密を擁護しなければならなしヽ

④私たちは医学的知識 医療技術の向上に絶えず努力し
なければならない。また相互に関連する情報を患者様
及び一般の人びとに提供及び公開しなけllばならない。

⑤私たちは地域社会を改善するための諸活動に積極的に

参加し地域社会に貢献しなければならない。

O私たちはヘルシンキ宣言 リスボン宣言 ジュネーブ
宣言を尊重し それに法って日頃の医療活動に当たら
なければならなしヽ。
※ヘルシンキ11

(ヒ トを,1象 とする人学0「究の倫川!1,原 ‖1,
Xリ スボン,1,:1忠者の確利に関する|:界 ズmi会■ |,

×ジェネーブ,|: 1ズ の倫
'1の

IH際悧1,い

班 K医
療法人 沖縄徳洲会 中 部 徳 洲 会 病 院

私たちは患者様の病を癒す事を目1勺 とし 人間の生と死と病

に直接関わる医学 医業の職業専門家として 社会的 倫理

1勺責任を負しヽ 人間の尊厳と患者様の人権を守り 患者様中

心の医療 着護に向けて医療技術 診療制度の向上に絶えず

努力し その使命と義務を遂行することを誓います.



ス″ゝ 瀞M`縞
1体温、ll圧、通院日、

お菜などのメモに

ご活用下さtヽ

他ヽ個嘲駒唱
◆◆◆ペットのにおい◆◆◆

Ｈ

　

一月

●
，

ペットを飼つていると、知ら

ないうちに部屋に動物のにおい

が染みついてしまいますね。に

おい消しのために芳香剤を使つ

たり、お香やアロマを焚く人が

いますが、芳香剤などは嗅覚の

敏感tJペットには刺激が強すぎ

ます。そして人間にとつても、

ペットのにおいと/FLざ り合つて

逆効果 としヽうこともあります。

そこで お茶を使つてみては

いかがでしょう。

飲み終えた茶殻でも 未使用

の (賞味期限切れの)茶葉でも

構いません。お茶なら緑茶でも

紅茶でも麦茶でも烏龍茶でも大

丈夫です。使用済みのティーパ

ックでもOKです。

水気をギュッと絞リ パック

に入つていればそこから茶殻を

取り出して、フライバンなどで、

菜箸や木べらを使つて焦がさな

しヽように混ぜながら、じつくり

弱大で乾煎りして下さい。

乾燥した茶殻を、お皿などに

のせて置いておくと、消臭剤と

しての効果があります。

ペット用のタオルや毛布など

は しヽくら洗つてもにおいが残

りがちですね。そんなときは

重曹を溶かした水 (バケツ 1杯

の水に、重曹 1カ ップほど)に

漬けおきしてから洗濯機で洗う

と効果的です。

ゴミ袋にも重曹をひとつかみ

3火

4水

5木

6金       奇
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30月

31火
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今月はクリスマスにちなんだクイズです。解いてスツキリ、素敵な聖夜を迎えましょう!

クリスマスツリーのでつぺんに乗つている

星は0と呼ぶでしよう?

ツリーにちりばめた文字の中から探して

サンタクロースがタケシ君に欲しいブレ

ゼントを聞いた所、下のような暗号が届き

ました。タケシ君は「この季節、日が回る

ほど忙しいサンタさんなら読めるよね]

と言つていますが タケシ君の欲しいも

のま0てしよう?

【ビント】どうやらカタカナのように見えますね.

曰を回して読たてみると

1'成 251112月 1‖ 発行 編集 ll ll::● メディクプレス社  去紙イラスト:い しばしひろやす 記■のユ断111ミを榮します。


